
「ゆきだるまつくったよ」 

ほいくしつだより 2024年 2月             

社会福祉法人ピスティスの会 小規模保育室 

        2023年度主題 ともにつむぎだす ～希望の中で～ 

 

２月に入り、ぐっと気温が下がり雪の積もる日もありました。まだ見ぬ春が待ち遠し

い今日この頃ですが、ヒヤシンスの球根を水につけていたある保育室では、かわいらし

いピンクの花が咲きました。子どもたちは「かわいいね」と言いながらやさしく花に触

れていました。見た目は何も変わらない球根の中では、着々と芽を出す準備がすすめら

れ、こうして美しい花を咲かせてくれたことにどこか子どもの育ちに通ずるものを感じ

ます。乳児期はありのままの自分を肯定してもらい、様々な経験を通して自分自身が愛

されている存在だと知る大切な時期です。「自分は愛されている」と感じている子ども

は安心して自分の世界を広げていこうとします。子どもたち一人ひとりが保育室で過ご

した日々を心の栄養にして、新しい環境でもその子らしく過ごせることを願っていま

す。 

今月は施設別懇談会も予定しています。この一年のお子さんの成長を振り返り、とも

に喜び合えるひとときを過ごせたらと思いますのでぜひご出席ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月の聖句 

「涸れた谷に鹿が水を求めるように 

神よ、わたしの魂はあなたを求める。」 

詩篇４２編２節（旧約８７５頁） 

 

さんびか 「球根の中には」 

       球根の中には花が秘められ  さなぎの中からいのちはばたく 

       寒い冬の中春はめざめる   その日その時をただ神が知る 

 

       沈黙はやがて歌に変えられ  深い闇の中夜明け近づく 

       過ぎ去った時が 未来を拓く その日その時をただ神が知る 

 

      いのちの終わりはいのちの始め おそれは信仰に死は復活に 

       ついに変えられる永遠の朝  その日その時をただ神が知る 

 

 

 

施設別懇談会 17日（土）9：00～9：50  オリーブ・こえだ・こばと 

           10：30～11：20 かしの木・みのり・ちいろば 

   *各施設でおこないます。時間が異なりますのでご注意ください。 

 

避難訓練  26日（月） 

保育室の玄関に不審者が来ることを想定した避難訓練をおこないます。 

 

 

 

【インフルエンザについて】 

全国的にインフルエンザの感染が猛威を振るっています。小規模保育室では学校保健法

に基づき、感染して発症後 5 日かつ解熱後 3 日を経過するまでは自宅療養していただく

ことになっています。ご家族で罹患した場合でも、保育室までお知らせください。 

なお、2022年 11月より厚生労働省より「発熱外来のひっ迫を回避するため」治癒の証明

書を求めないこととなりましたので、新型コロナウイルスと同様に決められた期間の療

養終了後は意見書の提出は必要ありません。確認のため、登園時に保育室専用の届出用紙

を保護者の方にご記入いただきますのでご協力ください。  

今月の予定 

 

 

 

 

 

おしらせ 
部屋の中でも雪に触れてみました。 

 

「ゆきがふってきた～！」」 

翌日の中央公園は真っ白！！ 


